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現
在
、
栗
山
の
消
防
署
に
は
２
台
の
救
急

車
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
中
の

救
急
車
出
動
件
数
は
４
９
４
件
、
搬
送
人
員

は
４
７
４
人
で
し
た
。
こ
れ
は
１
日
当
た
り

約
１
．
35
件
の
出
動
と
な
り
、
１
年
間
に
町

民
28
人
に
１
人
の
割
合
で
、
救
急
車
を
利
用

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
搬
送
者
の
う

ち
軽
症
者
は
41
％
、
中
程
度
の
症
状
が
34
％

で
、
重
症
者
は
25
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
か
ら
携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９

番
通
報
が
、
直
接
、
栗
山
の
消
防
署
に
入
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
南
空
知
４
町
か
ら
の

携
帯
電
話
に
よ
る
通
報
は
、
栗
山
の
消
防
署

へ
つ
な
が
り
各
消
防
支
署
に
転
送
さ
れ
ま
す
。

　

通
報
時
は
、
慌
て
ず
、
正
確
な
場
所
、
目

標
物
、
詳
し
い
状
況
な
ど
を
次
の
と
お
り
伝

え
ま
し
ょ
う
。

①
「
救
急
で
す
」
と
は
っ
き
り
伝
え
る

②
住
所
は
正
し
く
、
詳
し
く
伝
え
る
（
目
印

に
な
る
、
建
物
や
公
園
な
ど
を
伝
え
る
）

③
病
気
の
症
状
や
怪
我
な
ど
の
状
況
を
正
確

に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
（
傷
病
者
の
人

数
、
性
別
、
年
齢
、
容
態
な
ど
）

④
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先
を
伝
え
る
「
私

の
名
前
は
〇
〇
〇
〇
で
す
。
電
話
番
号
は

〇
〇-

〇
〇
〇
〇
で
す
」　

　

指
令
室
の
担
当
者
は
、「
携
帯
電
話
か
ら
の

通
報
が
多
く
な
り
、
地
元
の
土
地
勘
が
な
い

方
か
ら
の
通
報
も
増
え
て
い
ま
す
。
現
場
を

正
確
に
伝
え
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
、
何

か
目
印
と
な
る
建
物
を
見
つ
け
て
、
正
確
な

情
報
が
も
ら
え
る
と
到
着
が
速
く
な
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
旅
先
で
は
気

に
留
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

左
の
表
は
、
心
肺
停
止
時
間
と
救
命
率
を

グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
す
。
グ
ラ
フ
が
右
肩

下
が
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
く

だ
さ
い
。 

心
肺
蘇
生
法
を
開
始
す
る
時
間
が

１
分
遅
れ
る
こ
と
に
、
い
の
ち
の
助
か
る
割

合
は
７
％
～
10
％
低
下
し
て
い
き
、
10
分
経

過
し
て
し
ま
う
と
、
ほ
ぼ
助
か
ら
な
い
状
態

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
完
全
に
心
臓
が
停
止
し
、
脳
に
酸

素
が
送
ら
れ
な
い
状
態
が
３
～
４
分
以
上
続

く
と
、
助
か
っ
て
も
重
い
後
遺
症
が
残
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。 

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
も
し
も
傷
病
者
に
何

も
救
命
手
当
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
心

臓
停
止
後
約
３
分
、
呼
吸
停
止
後
約
10
分
、

多
量
出
血
後
約
30
分
で
死
亡
率
は
50
％
に
も

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
方
、
救
急
車
の
到
着
ま
で
に
は
全
国
平

均
で
約
７
分
、
遠
方
や
大
規
模
な
事
故
発
生

時
は
、
さ
ら
に
時
間
が
か
か
る
可
能
性
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
救
急
車
が
到
着
す
る
前
に
、

現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
、
ど
れ
だ
け
早
く

救
命
手
当
を
行
え
る
か
が
、
傷
病
者
の
そ
の

後
の
救
命
率
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

　

８
月
上
旬
、
町
内
の
ゴ
ル
フ
場
で
50
代
後

半
の
男
性
が
プ
レ
ー
中
に
倒
れ
て
心
肺
停
止

状
態
に
な
り
ま
し
た
。
３
分
後
に
ゴ
ル
フ
場

の
職
員
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
っ
て
現
場
に
到
着
。

偶
然
、
後
続
で
プ
レ
ー
を
し
て
い
た
医
師
や

救
急
救
命
士
の
グ
ル
ー
プ
が
４
回
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
用
し
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
人
工
呼
吸
を

行
い
ま
し
た
。
救
急
隊
が
到
着
し
た
22
分
後

に
は
男
性
の
心
肺
機
能
、
意
識
と
も
回
復
し

て
い
ま
し
た
。
居
合
わ
せ
た
人
が
素
早
く
救

命
手
当
を
行
い
、
助
か
っ
た
成
功
例
で
す
。

　

万
が
一
、
皆
さ
ん
が
救
急
現
場
に
居
合
わ

せ
た
ら
…
。
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら

な
い
場
合
で
も
、
消
防
署
で
は
電
話
で
口
頭

指
導
を
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
冷
静
に
傷
病
者

の
意
識
を
確
認
し
、
１
１
９
番
通
報
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

現
在
、
町
内
の
施
設
に
は
消
防
署
で
確
認

し
て
い
る
だ
け
で
26
台
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
使
用
の
際
、
音
声

ガ
イ
ド
に
よ
り
処
置
を
し
て
い
き
ま
す
が
、

い
ざ
と
い
う
時
、皆
さ
ん
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

児
童
セ
ン
タ
ー

　

町
内
小
中
学
校
５
校

　

栗
山
中
学
校
武
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栗
山
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介
護
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ス
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カ
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ｉ
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総
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福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

角
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改
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セ
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病
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ロ
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Ｅ
Ｎ
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Ｏ
Ｙ

サ
ン
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
栗
山

に
し
み
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

パ
ー
ラ
ー
ハ
ビ
ン
栗
山
店

㈱
エ
ク
セ
ル
シ
ャ
ノ
ン
栗
山
工
場

そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組
合

北
海
道
電
力
㈱
栗
山
営
業
所

㈱
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す

　

突
然
の
病
気
や
け
が
、
交
通
事
故
な
ど
は
、
い
つ
自
分
の
身
に
降
り
か
か
っ
て
く
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。「
救
急
の
日
」
を
含
む
９
月
４
日

か
ら
10
日
の
１
週
間
は
「
救
急
医
療
週
間
」
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
地
域
全
体

の
「
救
命
力
」
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　
　

突
然
の
病
気
や
け
が
は
、
い
つ
襲
っ
て
く

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
家
族
や
身
近
な
人
が

突
然
目
の
前
で
倒
れ
た
時
、
大
切
な
命
を
救

う
た
め
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
と
心
肺
蘇
生
法

の
基
本
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

９
月
４
日　

午
後
１
時
～
３
時

場　

所　

ホ
テ
ル
パ
ラ
ダ
イ
ス
ヒ
ル
ズ

受
講
料　

無
料

内　

容　

救
急
隊
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
、
心
肺
蘇
生
法
、
応
急
措
置
な

ど
の
講
習

問
い
合
わ
せ　

消
防
署
生
活
安
全
課

　
　
　
　
　
　

☎
�
０
１
５
０

※
消
防
署
で
は
、
ご
希
望
に
よ
り
Ａ
Ｅ
Ｄ
講

習
な
ど
を
行
い
ま
す
。
地
域
全
体
の
救
命

力
を
上
げ
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。　

地
域
の
「
救
命
力
」
を
上
げ
ま
し
ょ
う

救
急
車
の
出
動
状
況

通
報
は
慌
て
ず
、
で
き
る
だ
け
正
確
に

で
き
る
だ
け
早
い
心
肺
蘇
生
を

現
場
で
の
素
早
い
手
当
が
命
を
救
う

増
え
て
い
ま
す
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
！

も
し
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
ら
…

119 番通報を受ける消防署の通信指令室

救命装置がならぶ救急車内部

救
急
講
習
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

昨年のＡＥＤ講習の様子

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
新
た
に
設
置
さ
れ
て
い
る
事
業
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
消
防
署
へ
ご
一
報
を
！

私たちの命を救う救急隊



自治基本条例
の検討が始まりました。

45

み
ん
な
で
つ
く
る

ま
ち
の
〝

憲
法
” 

②

め
る
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

町
民
の
皆
さ
ん
と
対
話
・
議
論
し
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
自
治
基
本

条
例
の
検
討
を
と
お
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
践

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、「
住
民
投
票
制
度
」

な
ど
、
新
た
な
方
法
の
検
討
も
行
い
、
栗
山
町

に
あ
っ
た
町
民
自
治
の
仕
組
み
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

地
方
分
権
時
代
が
到
来
し
、
国
が
地
方
の
仕

事
の
や
り
方
を
指
示
し
て
き
た
時
代
は
終
わ
り

を
告
げ
ま
し
た
。
国
と
地
方
、
つ
ま
り
国
と
町

と
は
、
上
下
の
関
係
か
ら
、
対
等
・
協
力
の
関

係
へ
と
変
化
し
、
町
の
運
営
は
「
自
己
決
定
・

自
己
責
任
」
が
基
本
と
な
っ
た
の
で
す
。
厳
し

さ
を
増
す
財
政
状
況
の
中
、
将
来
を
見
据
え
、

限
ら
れ
た
町
の
資
源
を
ど
こ
に
投
資
す
る
の
か

を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
、
次
の

世
代
に
何
が
残
せ
る
の
か
…
、
議
会
や
行
政
は

も
ち
ろ
ん
、
一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

の
参
加
と
合
意
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
進
め
方
の
基
本
ル
ー
ル
を
定
め
た
自
治

基
本
条
例
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

条
例
を
つ
く
る
こ
と
自
体
で
町
が
良
く
な
る

も
の
で
は
な
く
、『
ま
ち
の
憲
法
』
と
し
て
広

く
理
解
さ
れ
、
尊
重
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
始
め

て
そ
の
意
義
が
生
ま
れ
る
も
の
で
す
。

　

自
治
基
本
条
例
は
、
町
民
・
議
会
・
行
政

が
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
（
図
１
）
の
イ
メ
ー
ジ
例
の
様
に
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
や
、
行
政
（
役
場
）

の
仕
事
の
進
め
方
、
町
民
が
町
政
に
参
加
で

き
る
仕
組
み
、
さ
ら
に
は
、
民
意
を
直
接
投

票
で
問
う
「
住
民
投
票
制
度
」
な
ど
、
ま
ち

の
運
営
の
仕
組
み
を
明
ら
か
に
し
、
自
治
の

主
役
で
あ
る
町
民
の
皆
さ
ん
が
今
ま
で
以
上

に
参
加
で
き
、
納
得
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
自
治
体
独
自
の
ル
ー
ル
を
定

じ ち き ほ ん じ ょ う れ い

町では、自治の主役である町民と、議会、行政の三者が協力し、住み良いまちづくりを
進めていくための基本的なルール＝自治基本条例の策定に向けた検討を進めています。
自治基本条例は、町民の町政への参加や、議会・行政それぞれの運営のルールなどを
定めた ” まちの憲法 ” とも言われるものです。現在、公募町民による「 くりやまの自
治基本条例をつくる会」や町職員研究チームなどで調査検討が進められていますが、
今後、より多くの町民の皆さんとの議論の場を設けながら条例づくりを進めていきます。

住み良い栗山町をつくる、まちづくりの基本ルールを考える。

自
治
基
本
条
例
と
は

（図 1）自治基本条例に定められる内容の一例

◎ ｢条例｣とは？
　市町村が国の法律などに違反しない
　範囲で、議会の議決を経て制定する
　自治体版の ”法律 ”です。

な
ぜ
条
例
が
必
要
か

町
民
参
加
で
検
討
を
進
め
る

　

町
で
は
、
平
成
23
～
24
年
度
の
概
ね
２
カ

年
の
中
で
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
議

論
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。（
図

２
）
の
検
討
プ
ロ
セ
ス
の
と
お
り
、
町
政
の

実
態
・
課
題
把
握
、
他
自
治
体
の
事
例
な
ど
、

調
査
・
研
究
の
段
階
か
ら
「
く
り
や
ま
の
自

治
基
本
条
例
を
つ
く
る
会
」
を
設
置
し
て
検

討
を
進
め
、
論
点
を
整
理
し
た
後
、
年
明
け

以
降
、
各
団
体
と
の
懇
談
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
、
幅
広
い
町
民
の
皆
さ
ん
に
参
加

い
た
だ
く
機
会
を
設
け
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

つ
く
る
会
か
ら
は
、
多
く
の
町
民
の
声
を
踏

ま
え
た
検
討
の
成
果
と
し
て
提
案
を
受
け
、

条
例
案
づ
く
り
の
基
礎
と
し
ま
す
。

（図 2）
自治基本条例のおおまか
な検討プロセス

◎役場職員の調査研究チームを設置
　町では、自治基本条例の検討にあたり、所属に限
らず、多角的な視点を持つ職員の参加を得ながら調
査研究活動を進めるため、公募職員によるプロジェ
クトチームを編成しました。30 ～ 40 代の職員 8
人が参加し、「自治基本条
例をつくる会」と足並み
をあわせ、職員の視点か
らも調査研究活動を進め
ています。

　町の公募を受けて、町民の目線で自治基本条例づくりをしたい
と思い、つくる会に参加しました。私としては、自治基本条例
は、より多くの町民が納得できる ” 合意形成 ” のもと、議会、行
政と協力してまちづくりを進めるために必要なルールと考えてい
ます。もちろん 12 人のメンバーだけで考えるものではなく、多
くの町民の皆さんと共に議論しながら、広く理解され、栗山町に
合った条例づくりに私なりの役割を果たしたいと思います。

くりやまの自治基本条例をつくる会 活動中!!

回 日程 主な内容

1 6 月 17 日
◎代表・副代表の選任
◎会の名称・目標設定など

2 6 月 30 日
◎条例の構成・イメージ共有
◎当面の検討テーマ設定

3 7 月 14 日
◎「総合計画と財政運営Ⅰ」
　 （町行政運営の実態把握）

4 7 月 28 日
◎「総合計画と財政運営Ⅱ」
◎計画の位置づけ、策定手法、
　進行管理などのグループ討議

5 8 月 11 日
◎「町民自治・町民参加Ⅰ」
　 （町民参加機会の実態把握）

町民が考える自治基本条例づくりを目指して

６月 17 日から、公募町民 12 人により活動を開始した
「くりやまの自治基本条例をつくる会」では、これまで
に５回の会合を持ち、総合計画をはじめとする行政運営
の実態など、条例づくりの基礎となる課題と論点の整理
を進めてきました。次号以降、テーマごとにつくる会で
の議論の要点を連載でお知らせしていきます。

◎なぜ、自治基本条例が必要か？ …つくる会の声
　→地方の自己責任・自己決定の時代、限られた財源を
　　どこに投資するか、町民参加で決めるルールが必要
　→国の方針や町のリーダーが変わっても、町民が参加
　　できる仕組みなど、基本的なルールは変わるべきで
　　はない。その基本的なルールを条例で明確にすべき。

つくる会代表　高橋　慎さん（松風４）

※他自治体の事例を参考にしたイメージです。
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■
期　

間  　

９
月
21
日
㈬
～
９
月
30
日
㈮

■
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン 

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
死 

～
め
ざ
せ 

安
全
で
安
心
な 

北
海
道
～

■
運
動
の
重
点
目
標

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗

　

車
中
の
交
通
事
故
防
止

・
居
眠
り
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ

　

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

日　
　

時　

９
月
14
日
㈬　

午
前
９
時
～

場　
　

所　

栗
山
ダ
ム
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

参  

加  

料　

1
人　

１
０
０
０
円

競
技
方
法　

36
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

締
め
切
り　

９
月
7
日
㈬

生活と環境

6

安全・安心なまちを目指して

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

交
通
安
全
祈
願
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

主　
　

催　

く
り
や
ま
駅
前
通
り
商
店
街
協

　
　
　
　
　

同
組
合

問
合
わ
せ
先　

栗
夢
プ
ラ
ザ　

  

☎
�
５
５
１
５

　
　
　
　
　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
�
３
２
０
０

　

野
良
猫
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
知
ら
な
い
猫
が
自
宅
の
敷
地
で
フ
ン
や

尿
を
す
る
の
は
、
家
庭
菜
園
や
ガ
ー
デ
ィ
ニ

ン
グ
を
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
は
頭
が
痛
い
こ

と
で
す
。
そ
う
い
う
苦
情
の
原
因
は
、
近
所

の
人
に
餌
付
け
さ
れ
た
野
良
猫
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

　

野
良
猫
へ
の
餌
付
け
は
、
都
市
部
で
は
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
安
易
な
餌
付
け

は
、
そ
れ
ら
の
繁
殖
を
助
け
、〝
捨
て
猫
〟
を

助
長
さ
せ
ま
す
。
与
え
た
本
人
は
良
か
れ
と

思
っ
て
も
、
た
だ
、
エ
サ
を
与
え
る
だ
け
で

は
野
良
猫
を
ま
す
ま
す
増
や
す
だ
け
で
、
よ

い
解
決
策
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

餌
を
与
え
た
時
点
で
、
そ
の
猫
に
対
す
る

あ
る
程
度
の
責
任
が
発
生
す
る
と
考
え
る
の

野
良
猫
の
餌
付
け
は

　
　
　
　
　

や
め
ま
し
ょ
う

が
妥
当
で
す
。
一
時
的
に
「
か
わ
い
そ
う
」「
猫

を
守
り
た
い
」
と
感
傷
的
に
考
え
餌
を
与
え

る
な
ら
、
い
っ
そ
、
ご
自
宅
の
中
で
飼
っ
て

も
ら
え
た
ら
苦
情
も
減
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
し
最
期
ま
で
世
話
を
し
た
り
育
て
る
意
志

が
な
い
の
な
ら
、
簡
単
に
手
を
差
し
伸
べ
る

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
途
半
端
に
野
良

猫
に
関
わ
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
住
宅
街
で
猫
を
飼
う
方
に
は
、
近

隣
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
と
、
猫
の
健
康
や
安
全

の
た
め
、
室
内
飼
育
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

最
近
、
町
内
で
火
の
気
の
無
い
建
物
か
ら

の
火
災
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
平
成
22
年
消

防
庁
消
防
白
書
で
は
出
火
原
因
の
ト
ッ
プ
は

13
年
連
続
で
放
火
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

放
火
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
周
り
や
各
施
設
の
ま
わ
り
に
は

　

燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。　
　
　
　

・
門
扉
、
物
置
、
車
庫
の
戸
締
り
の
徹
底
。

・
ゴ
ミ
は
収
集
日
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出
す
。

・
住
宅
か
ら
離
れ
て
い
る
納
屋
、
物
置
が
あ
る

場
合
は
見
ま
わ
り
の
徹
底
を
。

　　

皆
さ
ん
で
火
の
用
心
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
署
生
活
安
全
課

　
　
　
　
　
　

�
０
１
５
０

建
物
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す

【問い合わせ】　町環境生活課　
環境対策グループ☎� 7511
生活安全グループ☎� 7510

地
１
．
１
４
ha
に
毎
年
４
５
０
本
の
ミ
ズ
ナ

ラ
（
ど
ん
ぐ
り
の
木
）
を
５
年
間
植
樹
し
ま
す
。

そ
の
後
の
下
草
刈
り
を
含
め
る
と
、
延
べ
９

年
間
森
づ
く
り
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ッ
ド
ネ
ッ
ト
北
海

道
で
は
、
地
球
温
暖
化
抑
制
な
ど
環
境
保
全

活
動
の
一
環
と
し
て
、
平
成
20
年
度
か
ら
栗

山
町
の
町
有
林
地
に
て
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ク
ル
ミ
、

ヤ
ナ
ギ
な
ど
毎
年
50
本
を
植
樹
し
て
い
ま
す
。

未
来
の
森
づ
く
り
に
参
加
を
！

　

栗
山
町
に
は
、
町
の
面
積
の
約
50
％
を
占
め
る
１
０
，
５
０
０
ha
の
森
林
が
あ
り
、
こ

の
恵
ま
れ
た
森
林
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
、
山
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
は
、
木
材
と
し
て
の
役
割
だ
け
で
な
く
、
お
い
し
い
空
気
や
水
を
育
ん
だ
り
、
山

崩
れ
な
ど
の
災
害
を
防
ぐ
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
生
動
物
と
の
出
会
い
を
身
近

に
楽
し
め
る
の
も
森
林
の
素
晴
ら
し
さ
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
み
な
さ
ん
も
未
来
の
森
林
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

恵
ま
れ
た
森
林
を
未
来
へ

　

北
海
道
で
は
、
平
成
19
年
度
よ
り
企
業
と

市
町
村
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
森
林

整
備
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
ほ
っ
か
い
ど
う
企
業
の
森
林
づ
く
り
」
を
制

度
化
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
ま
で
に
15
の
企

業
が
20
市
町
で
お
よ
そ
１
０
０
ha
の
森
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
森
林
整
備
の
一
つ
の
手
法
と
し

て
、「
ほ
っ
か
い
ど
う
企
業
の
森
林
づ
く
り
」

制
度
に
賛
同
し
、
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ
っ

ぽ
ろ
と
の
協
働
に
よ
る
森
林
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
、
町
と
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
に

よ
る
「
北
海
道
企
業
の
森
林
づ
く
り
」
の
協

定
調
印
式
が
８
月
30
日
に
空
知
総
合
振
興
局

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
北
海
道
と
コ
ー

プ
さ
っ
ぽ
ろ
と
、
そ
し
て
町
と
が
連
携
し

「
コ
ー
プ
未
来
の
森
づ
く
り
」
を
始
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
コ
ー
プ
未
来
の
森
づ
く
り
」
は
、
町
有
林

「コープ未来（あした）の森づくり」　　
■日時：10 月 1 日㈯
　　　　11：00 ～ 12：00

■場所：栗山町字桜山町有林地内
■内容：植樹体験ほか
■用意するもの：
　作業しやすい服装、雨具
■参加料：無料
■申込期限：9 月 15 日㈭
■申込み・問い合わせ
　町産業振興課農業振興グループ
　☎� 7515（ダイヤルイン）

植樹祭

美幌町で行われたコープ未来の森づくりの様子

４
年
目
と
な
る
今
年
は
、
９
月
４
日
と
25
日

の
２
回
に
わ
た
り
植
樹
を
し
ま
す
。
特
に
25

日
は
㈳
国
土
緑
化
推
進
機
構
の
「
緑
の
基
金
」

を
活
用
し
て
約
３
０
０
本
の
植
樹
を
予
定
し

て
お
り
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
秋
に
行
わ
れ
る
２
つ
の
植
樹
事
業
。

未
来
へ
つ
な
ぐ
森
林
づ
く
り
に
、
ぜ
ひ
、
皆

さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ＮＰＯウッドネット北海道
■日時：9 月 25 日㈰
　　　　10：00 ～ 12：00

■場所：栗山町字大井分町有林地内
■内容：植樹体験ほか
■用意するもの：
　作業しやすい服装、雨具
■申込期限：9 月 15 日㈭
■申込み・問い合わせ
　ＮＰＯ法人
　ウッドネット北海道栗山支部
　☎� 7961

植樹活動
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栗
山
神
輿
会
「
東こ

風ち

梅う
め
」
で
は
、
㈶
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り

「
子
ど
も
用
神み

輿こ
し

」
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
全
国
自
治
宝

く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る

受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、
住
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
し
、
そ
の
健
全
な
発
展
を

図
る
と
と
も
に
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
整
備
に
よ
っ
て
、
町
内
の
夏
祭
り
や

秋
季
例
大
祭
な
ど
町
の
行
事
の
際
に
、
子
ど
も

た
ち
が
神
輿
を
担
ぐ
こ
と
で
郷
土
文
化
の
継
承

や
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

道交通安全推進委感謝状＊トラック協会南空知支部瑞宝双光章＊伊藤嘉紀さん

おめでとうございます

　危険業務従事者叙勲で南空知消防組合の元消防長
伊藤嘉紀さん（松風 3）が瑞宝双光章（消防功労）
を受章し８月 1 日、役場で伝達式が行われました。
伊藤さんは昭和 41 年に消防士となり、以来平成 19
年まで 41 年の長きにわたり消防業務に従事。本町
の消防行政推進に尽力されました。この日、空知総
合振興局の佃地域政策部長が役場を訪れ、伊藤さん
に勲記と勲章が手渡されました。伊藤さんは「皆さ
んにお世話になりいただくことができました」と話
していました。

　ゆうせい運輸（旭台）の佐藤清夫社長が支部長を
務める札幌地区トラック協会南空知支部へ、北海道
交通安全推進委員会より感謝状が贈られました。同
支部は 7 年前から毎年継続的に交通遺児の育英事業
へ募金。総額約 80 万円が交通事故によって親を失っ
てしまった子どもたちのために役立てられていまし
た。８月 3 日、役場応接室で同委員会三田村次長よ
り感謝状を手渡された佐藤支部長は「会員皆の意志
で続けることができました。これからも活動を続け
ていきたいです」と話していました。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
で

　
　「
子
ど
も
用
神
輿
」
を
購
入
し
ま
し
た

太田愛華さん 高野瀬紫苑さん

　

子
育
て
支
援
プ
レ
ミ
ア
ム
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
９

月
１
日
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
特
典
が
受
け
ら
れ
る
店
舗
が
48
店

舗
へ
と
増
え
、
今
ま
で
以
上
に
充
実
し
た
特
典
の

内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

９
月
１
日
か
ら
会
員
資
格
を
拡
大
し
ま
し
た
。

現　

行

　

小
学
生
以
下
の
お
子
様
を
お
持
ち
の
ご
両
親

　
　
　
　
（
小
学
校
卒
業
年
の
３
月
31
日
）

拡
大
後　
　
　
　
　
　
　

↓

　

中・

学・

生・

以
下
の
お
子
様
を
お
持
ち
の
ご
両
親

　
　
　
　
（
中
学
校
卒
業
年
の
３
月
31
日
）

※
２
人
以
上
お
子
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
１
番
下

の
お
子
様
が
中
学
校
卒
業
す
る
ま
で
有
効
で
す
。

　

ま
だ
「
ピ
ン
ク
の
栗
夢
カ
ー
ド
」
を
持
っ
て
な

い
方
は
ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」
へ
！！

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」

　

☎
�
５
５
１
５

子
育
て
応
援
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ
!!

「
ピ
ン
ク
の
栗
夢
カ
ー
ド
」
の

　
　
会
員
資
格
拡
大
の
お
知
ら
せ

火
災
予
防
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

平
成
23
年
度
火
災
予
防
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
が
８
月
22
日
に
栗
山
小

で
行
わ
れ
、
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
同

小
４
年
の
高
野
瀬
紫
苑
（
し
お
ん
）
さ

ん
と
太
田
愛
華
（
あ
い
か
）
さ
ん
に
表

彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
状
を
手
に
高
野
瀬
さ
ん
は
「
消
防

署
の
人
た
ち
が
い
つ
も
仕
事
を
し
て
い

る
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。
優
秀
賞
を
も

ら
え
て
嬉
し
い
で
す
」
と
、
太
田
さ
ん

も
「
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
が
も
ら
え
て
嬉

し
い
で
す
。
家
に
飾
っ
て
お
き
ま
す
」

と
２
人
と
も
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

右
の
図
柄
は
「
耳
マ
ー
ク
」
と
い
い
、

耳
の
不
自
由
な
方
が
〝
自
分
の
耳
が
不

自
由
で
あ
る
こ
と
〟
を
表
す
の
に
使
用

し
ま
す
。

　

自
治
体
や
病
院
な
ど
で
は
、こ
の
マ
ー

ク
を
掲
示
す
る
こ
と
で
〝
利
用
者
か
ら

申
し
出
が
あ
れ
ば
必
要
な
援
助
を
行
う
〟

と
い
う
意
思
表
示
に
用
い
ま
す
。

　

町
で
は
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平成 23年度

総合防災訓練

■日時：9月 11 日㈰
　　　　9：00 ～ 12：00　※小雨決行、悪天候中止

■場所：ふじ団地広場（富士）

■訓練内容

　・避難訓練・救護訓練・水防訓練・消火訓練

　・AED講習　など

■災害体験

　・豪雨・暴風雨体験　・災害伝言ダイヤル体験　

　・煙体験

■展示コーナー

　・非常時の持出品などの展示

　・火災報知機展示

　・自衛隊の車両およびパネル展示

　栗山町では、各種災害を想定した総合防災訓練を実施し、
防災に関する知識と技術の向上、連携の強化を図ります。
消防団による水防訓練や、消防署による消火訓練・ＡＥＤ
講習などが行われます。各種災害体験や展示コーナーも用
意されていますので、ぜひ、体験してみてください。
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区　　　分 月　額 期末手当

給　与

町　長 706,400  6 月期 1.875 カ月分

12 月期 2.025 カ月分

　  計　3.90 カ月分

副町長 597,550

教育長 580,500

報　酬

議　長 300,000  6 月期 1.875 カ月分

12 月期 2.025 カ月分

　  計　3.90 カ月分

副議長 239,000

議　員 196,000

表 8　特別職の給与などの状況
（平成 23 年 4 月 1 日現在／円）

区　　　分 職員数 対前年増減数

部　　　門 21 年 22 年 23 年 21 年 22 年 23 年

一般行政

部　門

議　会 3 3 3 － － －

総務企画 29 34 36 ▲ 2 5 2

税　務 9 9 9 ▲ 1 － －

民　生 38 27 28 ▲ 2 ▲ 11 1

衛　生 4 4 4 ▲ 1 － －

労　働 1 1 1 － － －

農林水産 11 10 10 ▲ 1 ▲ 1 －

商　工 5 5 5 － － －

土　木 9 10 8 ▲ 2 1 ▲ 2

小　計 109 103 104 ▲ 9 ▲ 6 1

特別行政

部　門

教　育 27 26 25 ▲ 2 ▲ 1 ▲ 1

小　計 27 26 25 ▲ 2 ▲ 1 ▲ 1

公営企業

等部門

水　道 5 5 5 － － －

下水道 3 3 3 － － －

その他 13 12 12 － ▲ 1 －

小　計 21 20 20 － ▲ 1 －

合　　計 157 149 149 ▲ 11 ▲ 8 －

表 7　部門別職員数の状況
（各年 4 月 1 日／人）

（注）町長、副町長、教育長の給料月額は、町長は 20％、

副町長は 15％、教育長は 10％を減額しています（ただし、

期末手当は給料月額の減額率を適用していません）。

【職員数の状況】
　平成 23 年 4 月 1 日現在の職員数は 149 人で昨年と増減

ありません。5 年前の平成 18 年 4 月と比較すると 32 人の

減となっています。

　なお、職員数とは、地方公務員の身分を持っている職員

の人数で、休職者や派遣者は含まれますが、臨時職員や非

常勤職員は除かれます。

区　分 手　　当　　の　　内　　容

期末手当

勤勉手当

扶養手当

世帯の形態 配偶者 1 人目 2 人目 3 人目以降
扶養親族である配偶者を有する場合 13,000 円 　6,500 円 　6,500 円 　6,500 円

配偶者がいない場合 11,000 円 　6,500 円 　6,500 円

扶養親族でない配偶者を有する場合 　6,500 円 　6,500 円 　6,500 円

住居手当

借家　月額 11,000 円を超える家賃を支
　　　払っている職員に、家賃額に応じ
　　　て 21,000 円を限度に支給
自宅　7,500 円（新築または購入日より 5 年間）

通勤手当

自動車等利用者
　通勤距離に応じて 1,600 円（2km ～ 5km）～
　19,600 円（60km 以上）
交通機関利用者
　運賃額は 55,000 円を限度に支給

表 9　職員手当の状況
（平成 23 年 4 月 1 日現在）

期末手当 勤勉手当
　6 月期 1.225 カ月分 0.675 カ月分

12 月期 1.375 カ月分 0.675 カ月分

計 3.95 カ月分

※平成 19 年度より役職加算（5％～ 15％）を凍結

【職員手当】
　職員手当には、期末・勤勉手当、扶養手当、住居手当、通
勤手当などがあります。
　期末・勤勉手当は、民間賞与にあたる手当で、町職員の場合、
期末手当は年間で 2.60 カ月分、勤勉手当は 1.35 カ月分が支
給されます。
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　栗山町職員の給与と職員数の状況を、町民の皆

さんにご理解していただくため、その内容をお知

らせします。

　職員給与は、その職務に応じた給料と諸手当か

ら構成されており、「職員の給与に関する条例」

に基づき支給されています。

  職員給与
お知らせします

歳出総額（A） 人件費（B） 人件費比率（B/A) 

82 億 2,770 万 6 千円 13 億 2,501 万 3 千円 16.1％

表 1　人件費の状況（平成 22 年度決算見込み）
地方財政状況調べ／普通会計

【人件費】
　人件費とは、一般職員や特別職（町長、副町長、教育長、
議員など）に支給される給料や報酬のほか、事業主が負担
する健康保険や退職手当といった共済費なども含まれます。

職員数

（A） 

給　　与　　費 1 人当た
り給与費
（B/A) 給　料 職員手当

期末・
勤勉手当

計（B）

131 人
4億8,239
万 5 千円

8,059 万
3 千円

1億7,215
万 2 千円

7億3,514
万円

562 万円

表 2　一般職員給与の状況
（平成 23 年度一般会計予算）

【給与費】
　給与費とは、人件費の中の一般職員給料と諸手当の合計
です（事業主負担共済費は除く）。

（注）「がんばる栗山プラン 21」に基づき給料の 5％を削減し、
住居手当、通勤手当についても、独自削減を実施しています。

区　　　分
経験年数

10 年以上
15 年未満

15 年以上
20 年未満

20 年以上
25 年未満

一般行政職

大学卒 260,400 291,000 345,800

短大卒 237,200 283,800 －

高校卒 230,300 264,900 300,300

表 3　職員の経験年数別平均給料月額の状況
（平成 23 年 4 月 1 日現在／円）

区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 311,900 42.7

技能労務職 282,500 54.8

表 4　職員の平均給料月額
（平成 23 年 4 月 1 日現在／円・歳）

区　　　分 栗山町 国

大学卒 163,590 172,200

高校卒 133,095 140,100

表 5　職員の初任給の状況
（平成 23 年 4 月 1 日現在／円）

区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級

計標準的な

業務内容

主　事

管理栄養士

主　事

保健師

統括・主査・技師
主事・社会教育主事

教員・調理員
介護支援専門員
保健師・保育士

統　括

主　査

課　長
局　長
主　幹
参　与

課長
次長

局長・室長
副校長・主幹

職員数 2 人 4 人 81 人 36 人 11 人 15 人 149 人

構成比 1.3％ 2.7％ 54.4％ 24.2％ 7.4％ 10.0％ 100.0％

備　考
（H22）

― 9 人 76 人 37 人 16 人 11 人 149 人

― 6.1％ 51.0％ 24.8％ 10.7％ 7.4％ 100.0％

表 6　一般行政職などの級別職員数の状況
（平成 23 年 4 月 1 日現在）
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